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まえがき 

 

定期点検の結果は、維持・修繕等の計画を立案する上で参考とする基礎的な情報であり

適切な方法で記録し蓄積しておく必要があります。 記録の様式、内容や項目について定

めはなく、道路管理者は定期点検結果の利活用目的を具体的に想定するなどし、記録項目

の選定や方法を検討します。 

本参考資料は、各道路管理者が、記録方法や内容を工夫したり、様式を工夫したい時の

参考になるように、考えられる利活用目的をできるだけ幅広く想定したときに、それを網

羅した記録様式の種類や構成の例を作ったものです。それぞれの様式例には、実際に使う

としたときに想定される留意点も記載しました。 

各道路管理者が既に定めている記録の方法や様式を、本参考資料の様式に変える必要は

ありません。また、この資料を参考に様式を検討する場合にも、一連の様式例を全て使う

必要もなく、実際の道路管理者の利活用目的に応じて、必要な様式を取捨選択し組み合わ

せるなども自由に検討できます。このとき、各様式内の欄の構成や項目や使い方・目的も

自由に変えることなども差し支えありません。参考表-1 に本参考資料に示した記録様式

の記載内容等を示します。 

参考表-1 点検記録様式の例 

 様式番号 記録内容 

① 様式 S-1 
トンネル 

台帳 

トンネル諸元、非常用施設諸元 

② 様式 S-2 トンネル情報一覧表 

③ 様式 S-3 トンネル記録（位置図，断面図，施工実績他） 

④ 様式 A-1 

点検調書 

トンネル変状・異常箇所写真位置図 

⑤ 様式 A-2 変状写真台帳 

⑥ 様式 B-1(a) トンネル全体の変状展開図 

⑦ 様式 B-1(b) トンネル全体の変状展開図（ロボット活用時の例） 

⑧ 様式 C-1-1 変状写真台帳（対策区分の判定の記録例） 

⑨ 様式 C-1-2 異常写真台帳 

⑩ 様式 C-2-1 点検結果総括表（トンネル本体工） 

⑪ 様式 C-2-2 点検結果総括表（トンネル内付属物の取付状態） 

⑫ 様式 C-3 覆工スパン別変状詳細展開図 

⑬ 様式 C-4 調査・措置の履歴 

⑭ 様式 C-5 近接目視による状態の把握が不可能な箇所 

⑮ 様式 C-6 診断調書 診断結果（変状単位） 
1) ①～③は施設の諸元等を記録する様式であり、施設管理の基本となる情報である。 
2) ④、⑤は定期点検結果の最小限の情報を記録する様式である。 
3) ⑥は④、⑤に加えてトンネル全体の変状を俯瞰的に把握できる図面（変状展開図）を残したり、変

状単位で覆工スパン番号に紐付けて変状種類や寸法を残すことで、次回の定期点検や以後の調査等
で有用な情報を記録する様式である。 

4) ⑦は⑥のロボット活用時の例であり、⑧は⑤に対策区分の判定を記録する場合の例である。従っ
て、⑥、⑦の様式および⑤、⑧の様式は、いずれかを適宜選択することが考えられる。 

5) ⑨～⑮は定期点検において、トンネルの変状・異常が利用者に及ぼす影響を詳細に把握し、適切な
措置（対策区分）や監視、重点監視といった維持管理計画の策定の際において有用な情報を記録す
る様式である。 

 



【様式】Ａ－１ 

 



【様式】Ａ－２ 

  



 (1)解説 

本様式は定期点検における健全性の診断結果や措置の内容に関する最小限の情報を記

録する場合を想定しています。 

そのために、本様式を使用する際の注意点の例を以下に示します。 

 

（例） 

・道路トンネル全体の健全性の診断に直接関係する不具合がわかるように、たとえ 

ば、至った根拠がわかるようにトンネルの状態を代表する写真を添付すること 

が考えられます。 

・施設ＩＤは、緯度経度情報をＩＤ番号に変換することで、電子地図などで位置が確

認できるようになります。（緯度経度は10進法で小数６桁） 

   変換方法：緯度35.159388、緯度139.819123 → 施設ID 35159388139819123 

・道路管理者毎に施設番号を決めているときには、ＩＤ番号とは別に、施設番号の 

欄を作ったりすることも考えられます。 

・定期点検を行った者の所見、健全性の診断の区分を記録することを想定していま 

す。 

 

  



【様式】Ｂ－１(a) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【様式】Ｂ－１(b) 

  ロボット技術を活用する記録の例 

  



(1)解説 

本様式は様式Ａに加え、トンネル全体の変状を俯瞰的に把握できる図面（変状展開

図）を残したり、変状単位で覆工スパン番号に紐付けて変状種類や寸法を残すことで、

次回の定期点検や以後の調査等で有用な場合を想定しています。 

本様式を実際に使用するときに想定される注意点の例を以下に示します。 

 

（例） 

・様式 B-1(a)は、トンネル全体の変状のスケッチ結果の記録を想定したものです。 

・スパンを連続して把握することができ、ひび割れの連続性や全体の変状を俯瞰的

に確認でき、次回点検時においては、変状の進行性も確認できる有用な記録とな

ります。 

・一度作成した変状展開図を更新することで、実施した対策の種類や規模等を記録

として残すこともできます。 

・調査の必要な位置や対策の必要な位置を把握できるため、定期点検後に実施する

調査や補修・補強設計に有用です。 

・様式 B-1(b)は、様式 B-1(a)の作成において、画像計測などのロボットを活用する

ことを想定したものです。記録を併記することでより客観的な記録とすることが

考えられます。 

  



【様式】S－１ 

 



【様式】S―２ 

 



【様式】S－３ 

 



【様式】C－１－１ 

 



【様式】C－１－２ 

 

  



【様式】C－２－１ 

 



【様式】C－２－２ 

 



【様式】C－３ 

 



【様式】C－４ 

 



【様式】C－５ 

 



【様式】C－６ 

 



(1)解説 

本様式は、定期点検において、トンネルの変状・異常が利用者に及ぼす影響を詳細に

把握し、適切な措置（対策区分）や監視、重点監視といった維持管理計画の策定の際に

おいて有用な情報を記録する場合を想定しており、健全性の診断の他、対策区分の判定

を行うことを想定しています。 

本様式を実際に使用するときに想定される注意点の例を以下に示します。 

  

（例） 

 ・様式 S-1～様式 S-3 はトンネルの基本情報を記録した台帳を想定しています。 

・様式 S-3 は、トンネル平面図、標準断面、支保パターン図、地質縦断図など施工

時の記録を想定しています。 

・特に S-3 の地質縦断図は維持管理においても貴重なデータとなるため、定期点検

結果とあわせて記録することで、調査計画や措置の検討に有用な記録となりま

す。 

・様式 C-1-1 は、様式 A-2 の内容に加えて、トンネルの変状・異常が利用者に及

ぼす影響を詳細に把握し、適切な措置を計画するため、国管理の道路トンネルの

定期点検における対策区分の判定の記入を想定したものです。記録を併記するこ

とでより対策の区分や判定の根拠が明確になると考えられます。 

・様式 C-1-2 は、附属物の異常についての写真台帳を想定しています。 

・様式 C-2-1、C-2-2 は変状毎の定期点検結果の分析や集計への活用を想定してい

ます。C-2-1 はトンネル本体工の変状の記録、C-2-2 は附属物の異常の記録で

す。 

・様式 C-3 は、スパン毎の変状のスケッチ結果と各変状に対する対策区分、健全性

の記録を想定したものです。 

・材質劣化および漏水については、変状規模を記録することで、補修・補強設計の

ための基本的な情報を整理することができます。 

・また、維持管理計画策定の際の基礎資料としての利活用を想定しています。 

・C-4 は、定期点検、調査、措置の履歴の記録を想定しています。 

・今後の定期点検や調査、措置の際に実施を確認できるため有用な記録となりま 

す。 

・C-5 は、定期点検の際に目視では確認できない箇所の記録です。内装板背面や吸

音板背面など通常の近接目視では確認できないため、記録として残し、今後の調

査の実施等に有用な記録となります。 

・C-6 は、トンネル毎の健全性を診断した根拠となる、変状毎の健全性、スパン毎

の健全性の記録を想定しています。維持管理計画策定の際に有用な記録となりま

す。 

 



 


